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あらまし：近年，LA(Learning Analytics)と呼ばれる学習行動履歴情報を活用した学習データ分析技術が注

目されている．これまで LA は，LMS や CMS に蓄積された情報の分析が中心で，講義コンテンツを用い

た学習における学習者の視聴行動については，ほとんど分析されていない．本論文では，学習到達度測定

法が学習者の講義コンテンツの視聴行動に与える影響と，小テスト誤答場面における講義コンテンツの

視聴行動について調査した結果について述べる．  

キーワード：e-Learning，講義コンテンツ，視聴行動，学習到達度 

 

 

1. はじめに 

近年， LA(Learning Analytics)と呼ばれる学習行動

履歴情報を活用した学習データ分析技術が注目され

ている．これまで LA は，LMS(Learning Management 

System)や CMS(Course Management System)に蓄積さ

れた情報の分析が中心で，講義コンテンツを用いた

学習において，学習者が講義コンテンツのどの部分

をどのように視聴したかどうかなどの詳細な分析は，

ほとんどおこなわれてこなかった．我々は，学習者

の講義コンテンツの視聴を支援する講義コンテンツ

視聴システムを開発した．（高田ほか 2016，図 1）
(1)．  

 

 

我々が開発したシステムは，視聴履歴を取得する

視聴履歴取得機能(2)を有している． 講義コンテンツ

視聴システムの視聴時間取得機能により，学習者が

講義コンテンツのいつどの部分を視聴したかという 

情報が取得できる． 

大学の講義は，一般的にシラバスに基づいて実施

される．これは，講義コンテンツを用いた e-Learning

でも同様である．学習到達度とは，シラバスに記載

された到達目標を学生が達成しているかどうかを判

断するための指標である．e-Learning で用いられる

学習到達度測定法として，知識，理解，問題解決能

力などを測定する小テスト（客観試験や論述試験）

と，解析力，叙述力，論理性などを測定するレポー

トがある(3)． 

本研究では，講義コンテンツ用いた学習における

学習者行動分析をおこなった．本論文では，学習到

達度測定法が学習者の講義コンテンツの視聴行動に

与える影響と，小テスト誤答場面における講義コン

テンツの視聴行動について調査した結果について述

べる． 

 

2. 講義コンテンツ視聴行動調査の概要 

講義コンテンツ視聴行動調査は，2017 年 10 月か

ら 2018年 1月に被験者 15名で実施した．被験者は，

2 種類の講義コンテンツを視聴し，それぞれにおい

て異なる学習到達度測定法（小テスト，レポート）
図 1 講義コンテンツ視聴システム 
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を用いて学習到達度を測定する．講義コンテンツ視

聴行動調査で使用する講義コンテンツは，それぞれ

15 分程度の講義コンテンツである．図 2 は，本研究

で用いた講義コンテンツを示している．被験者は講

義コンテンツの内容に関する知識を事前にできるだ

け保有していないことが望ましいため，講義コンテ

ンツに関する背景知識を有していない被験者を選別

して調査を実施した．講義コンテンツ視聴による学

習終了後，被験者を対象に視聴に対するヒアリング

調査をおこなった． 

  

3. 講義コンテンツ視聴行動調査の結果 

学習到達度測定法として，小テストを用いた場合

とレポートを用いた場合に，視聴行動に大きな違い

はみられなかった．しかし，学習到達度測定法の小

テストを実施する前後で，学習者の視聴は 2 つの視

聴パターン（視聴パターン 1 と視聴パターン 2）に

分類できることがわかった．被験者 15名中9名（60％）

は，小テストで誤答した箇所に関する場面（誤答場

面）の再視聴をおこなった（視聴パターン 1）．図 3

は，視聴パターン 1 に該当する被験者（A さん）の，

講義コンテンツ視聴履歴を示している． 図 3 の視聴

履歴において，赤丸で囲まれた部分は，学習者の小

テスト誤答場面を示している． 

被験者 15 名中 6 名（40％）は，小テストで誤答し

た箇所があっても誤答場面の再視聴をおこなわなか

った（視聴パターン 2）．図 4 は，視聴パターン 2 に

該当する被験者（B さん）の講義コンテンツ視聴履

歴を示している．図 4 の視聴履歴においても，赤丸

で囲まれた部分は，学習者の小テスト誤答場面を示

している．このことから視聴パターン 2 に該当する

学習者は，講義コンテンツ内の誤答場面を再視聴し

ていないことがわかる．被験者を対象に実施したヒ

アリング調査の結果，視聴パターン 1，パターン 2 の

どちらの学習者も，小テスト誤答場面の再視聴は重

要であると考えているが，講義コンテンツ内から誤

答場面を探索し，再視聴をおこなうことが負担とな

っており，誤答場面の見直しができていない学習者

がいるという実態が明らかになった． 
 

4. おわりに 

本論文では，学習到達度測定法が学習者の講義コ

ンテンツの視聴行動に与える影響と，小テスト誤答

場面における講義コンテンツの視聴行動について調

査した結果について述べた．現在，学習者に講義コ

ンテンツの再視聴を促すシステムの開発を検討して

いる． 
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図 3 視聴パターン 1（Aさん） 

図 4 視聴パターン 2（Bさん） 

図 2 使用する講義コンテンツ 
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